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観光振興課     

電話 0742－34－5135（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

 

幻の大仏鉄道の遺構をめぐる観光パンフレットの完成について 

 

 

明治時代に加茂と奈良を結んでいた大仏鉄道は、「幻の大仏鉄道」とも呼ばれ、そ

の遺構をめぐるルートは、人気のウォーキングコースとなっています。 

この度、奈良市及び木津川市は、１００年以上前に廃線となった大仏鉄道の遺構

を散策するための観光パンフレット「幻の大仏鉄道遺構めぐりマップ」を共同で作

成しました。 

 

■大仏鉄道とは 

「大仏鉄道」とは、明治時代の鉄道会社「関西（かんせい）鉄道」の加茂と奈良

を最短距離で結んだ、約 10 キロの路線の愛称です。 

この路線は、明治 31 年に加茂駅から大仏駅（奈良市法蓮町・明治 40 年に廃止）

の区間が開業し、大仏駅は東大寺の大仏詣で多くの人々が利用して、同社の花形路

線となりました。 

翌年、奈良駅まで路線を延伸しましたが、明治 40 年に加茂駅から木津駅を経て奈

良駅へ至る平坦なルート（現在のＪＲ関西本線）が開通すると、黒髪山など急坂の

難所を抱えているこの路線は廃線になりました。 

営業期間はわずか９年で、当時の資料がほとんど残っていないことから、同鉄道

は「幻の大仏鉄道」と呼ばれています。 

 

■奈良市・木津川市の共同制作と市民団体の協力 

 奈良市と木津川市は、路線跡に点在する大仏鉄道の遺構をめぐるウォーキングル

ートを広く知っていただくため、ルートマップを掲載したパンフレットを共同で作

成しました。 

 パンフレットの作成にあたっては、大仏鉄道を長年研究している市民グループ

「大仏鉄道研究会」をはじめ、地縁団体奈保町自治会、奈良阪町自治会、NPO 法人

なら・観光ボランティアガイドの会、NPO 法人ふるさと案内かも等の協力を得て、

ウォーキングルートを歩く際に便利なパンフレットを目指しました。 

 

 



 

 

■パンフレットの内容 

パンフレットには、ルートマップや遺構の説明のほか、今まであまり注目されて

こなかった近代の奈良市、木津川市に焦点を当て、往時の面影を残す建築物や鉄道

構造物なども紹介し、遺構めぐりをより一層楽しんでいただける内容となっていま

す。 

また、スマートフォン等でパンフレットの QR コードを読み取ることで、英語・中

国語・韓国語での表示及び音声読み上げが可能です。 

 

■パンフレット配布場所 

奈良市：奈良市役所観光振興課、奈良市総合観光案内所（JR 奈良駅旧駅舎）、JR・

近鉄奈良駅観光案内所、観光センターなど 

木津川市：木津川市役所観光商工課、各支所、木津川市観光協会など 

 

■案内看板設置 

パンフレットのデザインをもとにして、ルート上の６ヶ所（奈良市内３ヶ所、木

津川市内３ヶ所）に遺構の案内看板を設置します。今春、設置が完了する予定です。 

（下記の数字は、別紙パンフレットの遺構番号です。） 

奈良市内： 

奈良市総合観光案内所（JR 奈良駅旧駅舎）、⑩黒髪山トンネル跡付近（奈保町）、

⑨鹿川隧道付近（奈良阪町） 

木津川市内：  

③観音寺橋台付近（加茂町観音寺）、④鹿背山橋台付近（鹿背山）、⑤梶ヶ谷隧道

付近（鹿背山）※来年度、さらに４ヶ所設置予定 

 

 

■奈良市・木津川市の合計事業額 

１，７７９，２４０円（奈良市７９２，１２０円、木津川市９８７，１２０円） 

・パンフレット ３５４，２４０円 ２万部（奈良市 1 万部、木津川市 1 万部） 

・奈良市案内看板設置 ６１５，０００円  

奈良市内３箇所（奈良市総合観光案内所、黒髪山トンネル跡、鹿川隧道） 

・木津川市案内看板設置 ８１０，０００円  

木津川市内３箇所（観音寺橋台、鹿背山橋台、梶ヶ谷隧道） 

 

 








